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「自宅マンションの最上階で市内の夕景」

撮影：木川　政行（武蔵野市）
場所： 武蔵野市緑町（2013.９月）
きれいな夕焼けが見られる日は意外と少ないものですね。しかも美しい瞬間はあっという間に過ぎてしまい
ます。時間にゆとりができてきた最近は空ばかり気にしています。

第
二
回
　
市
議
会
定
例
会

第
二
回
定
例
会
は
、六
月
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、二
十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、武
蔵
野
市
下
水
道
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
十
四
件
の
市
長
提
出
議
案
、年
金
情
報
流
出
の
全
容
解
明
と

再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
三
件
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、外
環

道
路
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
集
中
的
に

整
備
さ
れ
た
下
水
道
施
設
が
一
斉
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
こ
と
や
、
汚
水
の
送
水
先
の
変

更
等
に
伴
い
、
大
規
模
な
投
資
が
必
要
と
な

る
事
業
が
今
後
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来

に
わ
た
っ
て
下
水
道
事
業
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
、
公
募
市
民
を
加
え
た
下
水
道
使
用

料
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
本
市
の
下
水

道
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

適
正
な
経
費
負
担
の
原
則
に
よ
る
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
下
水
道
使
用
料
等
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
五
年
ぶ
り
に
下
水
道

使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
二
十
八
年
四
月
よ
り
、
一
か
月
当

た
り
の
基
本
使
用
料
が
四
百
五
十
円
か
ら
四

百
七
十
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
従
量
使
用

料
の
う
ち
、
三
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

区
分
に
つ
い
て
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

五
円
、
一
千
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
区
分

に
つ
い
て
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
十
円

の
値
上
が
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
十
立

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
下
水
道
使
用
料
を
改
定

Photo Gallery
１面写真募集要領〈次回の締め切り 10月 14 日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む）で応募者自身が撮影した、未発表
のオリジナル作品（カラー）に限ります（明らかに人物を特定できる
場合は、ご本人の了承を得てください）。

●規　　格：①紙焼きの場合　・サイズ　六つ切り
　　　　　　②デジタルデータの場合

　・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
　・画像サイズ　1600 × 1200 ピクセル以上
　・ ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで（２ＭＢ以上になるとメールが
受信できない場合があります）

●審　　査：議会広報委員会が審査します。
●発　　表： 採用された作品は、11月発行の市議会だよりに掲載します（賞品等

はありませんのでご了承ください）。
●著　作　権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載

後６か月間、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の
条件といたします。

●期　　限： 10月14日（水） 当日消印有効
●応募方法： 撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作

品に関するコメント（100 字程度）を明記の上、下記あて先までご
応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかっ
た場合、次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場
合があります）。

●あ　て　先：〒 180-8777　 武蔵野市緑町 2-2-28
　　　　　　　武蔵野市議会事務局　市議会だより担当
デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp まで
（上記以外のメールアドレスやＣＤ－Ｒ等、各種メディアでの送付はご
遠慮ください）

●問い合わせ：℡ 0422-60-1883

方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
区
分
で
は
、
従
量
使

用
料
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
条
例
案
は
、
六
月
十
二
日
の
本
会
議

で
上
程
さ
れ
、
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
六
月
二
十
二
日
の
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
二
十
五
日
の
本
会
議
で
は
、
建

設
委
員
長
の
報
告
、一
名
の
反
対
討
論
と
三

名
の
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
を
補
正

　
認
可
保
育
所
新
設
に
対
し
補
助
、

　
待
機
児
童
対
策
に
貢
献

六
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
、平
成
二
十

七
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

一
回
）が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
億
七
千
五
百
七
十
八
万
九
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
六
百
三
十
二
億
五
千

三
百
七
十
八
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
認
可
保
育
所
新

設
に
対
す
る
施
設
整
備
補
助
金
の
交
付
、

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
事
業
の
実
施
の

ほ
か
、
介
護
保
険
料
の
低
所
得
者
軽
減
実

施
に
伴
い
、
必
要
な
財
源
措
置
を
行
う
も

の
で
す
。

同
補
正
予
算
は
、
六
月
十
二
日
の
本
会

議
に
上
程
後
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の
で
す
。
各
常
任
委
員
会

は
六
月
十
六
日
か
ら
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
委

員
会
で
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

外
環
道
路
特
別
委
員
会
を
設
置

六
月
十
二
日
の
本
会
議
で
、
東
京
都
市

計
画
道
路
都
市
高
速
道
路
外
郭
環
状
線
及

び
外
郭
環
状
線
の
２
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
す
る
た
め
に
、
外
環
道
路
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
数
は
七
名
で
、

設
置
期
限
は
平
成
二
十
九
年
六
月
定
例
会

最
終
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
六
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
で
外
環
道
路
特
別
委
員
長
に
き
く

ち
太
郎
委
員
、
副
委
員
長
に
藪
原
太
郎
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
四
面
に
特
別
委

員
会
紹
介
を
掲
載
）
。

　

住
宅
支
援
の
打
ち
切
り
は
、自
主
避
難
者
の

実
情
と
要
望
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、多
数
の

避
難
者
が
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
避
難
者
は
、家
族
と
り
わ
け
子
ど
も
た

ち
の
被
曝
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
と
願
い
、や

む
な
く
故
郷
を
離
れ
ま
し
た
。し
か
し
、夫
婦
が

別
居
す
る
二
重
生
活
の
世
帯
・
母
子
だ
け
の
世

帯
も
多
く
、十
分
な
賠
償
金
も
受
け
取
れ
て
お

ら
ず
、経
済
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、事
故
後
四
年
以
上
が
た
ち
、避
難
先
で
、

子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
入
学
し
新
し
い
友
人
を

つ
く
り
、保
護
者
も
仕
事
を
得
た
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
場
合
も
多

く
あ
り
、福
島
へ
帰
郷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
避

難
者
も
多
数
で
す
。

　

住
宅
の
無
償
提
供
が
打
ち
切
ら
れ
れ
ば
、福

島
へ
の
帰
還
を
迫
ら
れ
る
か
、避
難
先
で
の
生
活

が
さ
ら
に
困
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

福
島
へ
の
帰
還
が
で
き
な
い
原
発
事
故
避
難
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
居
住
の
安
定
の
確

保
の
た
め
に
、万
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
・
復
興
・
内
閣
府
特
命
担

当（
防
災
）大
臣
あ
て
）

フォトギャラリー
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第２回定例会では６月８日、11日、12日に20名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質
問と答弁を要約して掲載します。
詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、コミュニティセンター、市役所７階市

政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月21日登録予
定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※ 一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対
する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

子育て支援の充実に向け、
多様で幅広い選択肢を

笹岡ゆうこ議員

 子ども・子育て支援新制度を広く周知
するため、コンシェルジュ便りの配布先の
追加やホームページを拡充すべきでは。
 保育園利用者に限定せず広く周知でき
るよう配布先の追加等を検討していきたい。
 都内48市区で展開しているファミリー
サポートセンター事業の実施の考えを伺う。
 子どもプランの中でも位置づけをして
いるので、積極的に検討を進めていきたい。
 訪問型保育事業は対象を狭めることな
くニーズに合わせ実施してほしいが見解を。
 近隣市の状況などを確認し、今後、障
害児保育の一環として集団保育が難しい利
用者向けの事業として検討していきたい。

集団的自衛権行使・原発再
稼働に関する市長の見解は

山本ひとみ議員

 集団的自衛権の行使にかかわる安全
保障関連法案が国会で審議されている。憲
法の平和主義を大きく変更する法案であり、
派遣される自衛隊員のリスクも高まる。廃
案にすべきと考えるが市長の見解を伺う。
 集団的自衛権は容認すべきでない。戦
争をしない国からの大きな変革につながる
ので、十分な審議が必要である。
 最近、地震や火山の爆発が相次いでい
るが、政府は原発再稼働の方針を変更して
おらず、容認できない。市長の見解を伺う。
 従来、原発に頼らない社会をつくって
いくべきだと主張している。現在の原発を
使わない動きを継続すべきと考えている。

芸能劇場の
今後について

川名ゆうじ議員

 芸能劇場について、①大規模改修が必
要な市民文化会館と同年代に建てられてお
り、同様の改修が必要と考えるが見解は②
現状の利用率からすると設置目的を果たせ
ていないため、改修時に他の計画との整合
性を考え、目的等を早期に再考すべきでは。
 ①規模が小さく特殊な舞台装置もない
ため大幅な改修は必要ないが、更新の必要
がある設備は毎年の保全改修の中で計画的
に対応したい②文化行政に対する考え方を
整理した上で目的等も整理し、検討したい。
　このほか、学童クラブ、桜堤児童館、選
挙公報をインターネットで常に公開するこ
とについての質問がありました。

地域の安全と防災に
ついて、現状と対応策は

堀内まさし議員

 防災・安全メールについて、事件の
情報は市民の知りたいところである。追
記による情報更新を常に行い、続報とし
て現在の状況を伝えるべきではないか。
 警視庁の判断で情報が得られるので、
基本的に追記は難しいが、得られた情報
については速やかに伝えていきたい。
 居酒屋等の客引きが増加傾向にある
が、つきまとい勧誘行為や路上宣伝行為へ
の指導の現状と、今後の対策について伺う。
 ブルーキャップの対応が中心となるが、
パトロール強化に努め、警察へも取締りを
要請し、商店街の取り組みにも期待をして
必要な支援もしていきたいと思っている。

東部地区医療再生へ向け
政治的決断を

深田貴美子議員

 東部地区の医療再生へ向けた地区計
画策定にあたり、容積緩和のための南町コ
ミセン移設や再配置などの検討状況を伺う。
 緩和型地区計画は、病院建設の必要
性等を示さねばならず国交省の認可は難し
い。まず地元の提案・発意が必要である。
 分譲マンション再生支援には、管理推
進条例の制定や開発公社の支援が必要では。
 市は適切な維持管理に向けた支援を
継続し、公社と連携し取り組んでいきたい。
 都は通級廃止へと方針を変え、全校に
特別支援教室設置の推進を示したが対応は。
 通級指導学級３校を拠点とし、多くの
教員配置や巡回指導、ＯＪＴの充実を図る。

校庭の安全利用に
向けた対策を

木﨑　剛議員

 武蔵野市観光機構のホームページに
関する評価と、指導・監督の内容を伺う。
 市の観光情報の提供・発信の場とし
て重要なツールであり、タイムリーな情報
を正確に伝えるよう申し入れをしている。
 雨水浸透貯留施設の設置の有無による
校庭利用率の差と、現状の校庭の安全性は。
 利用率の相違は把握していないが、設
置工事にあわせて校庭の整地工事も行って
おり、状況により凹凸の調整等も行いたい。
 桜野小学校の校庭は、児童数の点から
早急に拡大が必要と考えるが、見解を伺う。
 校庭の拡大は困難だが、旧桜堤小校庭
を暫定整備し、桜野小で最優先使用したい。

晩婚化・未婚化の
対策を

下田ひろき議員

 武蔵野市における晩婚化・未婚化対
策の現状と、今後の課題について伺う。
 市が結婚や出産等の個人的な問題に
直接介入することは困難だが、結婚から育
児まで切れ目のない支援を行い、安心して
住み続けられるまちづくりが課題と考える。
 男女の出会いの場の創出等、婚活支
援に取り組んでいただきたいが、所見は。
 市としては、他自治体と同様の、定住
促進を目的とした婚活支援は困難と考える。
 学校教育の中で、家族形成や生き方
を考える機会を提供してはいかがか。
 職場体験等を通じ、家庭生活やキャリ
ア形成について考えられるよう指導したい。

主権、人権、平和を自治の視
点で保障する基本条例を

内山さとこ議員

 自治体・議会の基本条例において、
①日本国憲法の三大原則を自治の視点で保
障する必要があると考えるが、いかがか②
策定スケジュールについての見通しを伺う。
 ①市にふさわしい条例を追及すべきで、
市民が大切にしてきた平和、人権の問題を
重視したい②２年間で制定に向かいたい。
 新クリーンセンターの施設と周辺整
備協議に関して、平成21年９月の本会議
で行政報告された「市の基本的考え方」
の方針は、現在も変わっていないか伺う。
 クリーンセンターは市民、周辺住民と
の長い協議の積み重ねの結果で、基本方針
として掲げたものは不変で、大前提である。

地域人材への支援の
取り組みを

山本あつし議員

 地域で働きコミュニティの発展に寄与
することは大切なことと考えるが、見解は。
 市内在住の方に加えて市内在勤の方が
地域とより積極的にかかわりを持つことが
大切だと考えており、両者が地域とのつな
がりをはぐくめる取り組みを考えたい。
 地域人材の確保等について、地方版総
合戦略で位置づけてほしいが、いかがか。
 第五期長期計画・調整計画と整合性を
図りながら、必要な事業を今後検討したい。
 今年の４月に生活困窮者の相談支援窓
口が設置されたが、その成果について伺う。
 個々の状況に応じて専門機関等につな
げるなど、徐々に支援が広がってきている。

平成 27 年７月１日、新人議員７名が、湖南衛生
組合処理場と東京たま広域資源循環組合施設を視
察しました。
（写真は、谷戸沢処分場谷戸沢記念館内での視察の
様子です。）
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高齢者施設の拡充と
オスプレイ配備について

しばみのる議員

 介護保険制度改正を受け、地域で集え
る場の重要性がさらに増すと考えるが、テ
ンミリオンハウスの必要性に対する考えは。
 地域での見守りが必要な高齢者等の生
活を支援する事業であり、引き続き地域の
支え合いの場として機能を充実させたい。
 吉祥寺東町の市管理物件をテンミリオ
ンハウスとして活用してほしいが、見解は。
 高齢者福祉や児童福祉等、市政の課題
解決に向けた活用方法を現在検討している。
 市長会を通じ、横田基地のＣＶ－22オ
スプレイ配備撤回を求めてほしいが見解は。
 横田基地周辺市町基地対策連絡会と情
報交換し、必要に応じて対応を検討したい。

結婚相談事業の
復活等について

藪原太郎議員

 全国の自治体が婚活支援に力を入れ
ているが、そのことに関する市長の見解は。
 地方都市を中心に行われている婚活
支援は、主に定住対策であり、本市が独自
に行うのは難しいと考えている。
 婚活支援の大切さを、市民を中心に
市外の方々にも発信すべきではないか。
 市が支援を行うのは難しいが、市民社
協のボランティア・地域福祉活動助成等を
活用し、市民団体等主体で活動してほしい。
 青少年と保護者が一緒に学べるメディ
ア・リテラシー教育の啓発を行うべきでは。
 今後も保護者と連携し、インターネッ
トの利用に関する教育や啓発を進めたい。

武蔵野市に障害者の
入所施設を

浜田けい子議員

 障害者の長期入所施設について、国
は新たな施設整備は行わないとの方針だ
が、住み慣れた場所に安心して暮らせる
入所施設は必要と考える。見解を伺う。
 障害者計画・第４期障害福祉計画で
「地域生活支援の拠点機能を備えた入所施
設の市内整備が必要」と位置づけており、
施設導入に向けて具体的な調整を始めたい。
 障害者虐待通報・緊急相談事業の相
談状況について伺う。
 虐待の疑いがある通報相談は特にない
が、継続的に事業の周知に努めていきたい。
　このほか、プレミアム付き商品券事業
等についての質問がありました。

「動物との共生」の視点を、
施策体系に位置づけよ

蔵野恵美子議員

 平成23年にドッグラン開設の陳情が
意見付き採択となってからの取り組みは。
 規模や立地条件の点で、市有地への
設置が困難なため、都立公園への開設を要
望してきた。都では地域的に充足している
との認識だが、今後も働きかけていきたい。
 ドッグランの位置づけとともに、公
園・緑地リニューアル計画も変更すべきでは。
 一定の見直しが必要と認識している。
 以前よりペット同行避難訓練実施の
必要性を指摘しているが、検討状況を伺う。
 10月25日の総合防災訓練で試行する。
　このほか、御殿山地域、待機児童問題・
３歳児の壁についての質問がありました。

次世代に明るい未来を
残せる武蔵野市政を

竹内まさおり議員

 若い世代の低投票率を改善し、意見
を広く把握できるよう、選挙のあり方等
を見直す必要があると考えるが、見解は。
 選挙への関心を高めるため、新成人へ
の啓発はがき送付や、選挙事務への学生ア
ルバイト採用等を行っているが、引き続き
若年層の積極的な投票に向けて検討したい。
 市民意識調査では、若い世代は地域
のつながりへの満足度が最も低いとの結
果であり、若年層を対象とした施策の充
実が重要と考える。見解を伺う。
 若年層は、地域への関心がない方が
多いととらえており、各地域でも行事等へ
の若者の参加方法を議論していただきたい。

レジ袋削減の
取り組み等について

西園寺みきこ議員

 レジ袋削減に向けた有料化や値引き
等、手法ごとのレジ袋辞退率の推移を伺う。
 有料化は70から95、値引きは40から
55、ポイント付加は25から45％である。
 平成22年にレジ袋削減協定を締結し
た市内スーパーで、レジ袋無料配布実験が
行われたが、市はどのように対処したのか。
 レジ袋に関する取り組みの見直しをす
る際には市に連絡するよう申し入れをした。
 ごみ処理経費削減への判断材料として、
事務報告書等の費用項目を拡充すべきでは。
 一般廃棄物処理基本計画の目標である
「コストの効率化」達成のため、生活実感
に沿ったデータの公表方法等を工夫したい。

社会や時代の変化に対応した
住宅対策の展開等について

斉藤シンイチ議員

 年金生活者の家賃設定や、病気、配
偶者の他界など急な生活困窮者への住宅
対策を市ではどのように行っているのか。
 保証料を助成する高齢者等入居支援
制度を実施している。また、対面による
入居支援相談会も紹介していきたい。
 母子保健事業において、保健師個別
援助活動での家庭訪問、面接、電話相談な
どの対応件数が、平成21年度比で倍増して
いるが、保健師の増員などの考えはあるか。
 支援を必要とする家庭の増加に伴い、
今後、適切な人的配置を検討していきたい。
　このほか、地域と学校をつなぐ教育推進
室の取り組みについての質問がありました。

認可保育園増設、年金で入れる
特別養護老人ホーム設置を

スポーツ環境のバリア
フリー化の充実・拡大を

誰もが安心して暮らし
続けられる住宅対策を

まちぐるみの支え合いの仕組
みづくりのさらなる拡充を

本間まさよ議員

高野恒一郎議員

落合勝利議員

大野あつ子議員

 認可保育園の増設を求めるが、見解は。
 保育定員99名の認可保育園の、来年4
月開所に向けた準備を進めている。今後も
認可保育園の新増設を前向きに検討したい。
 保育士の人材確保のため、市報等を
活用した募集の実施は可能か伺う。
 民間の保育士募集の場合、市報等の活
用は難しいが、工夫できないか検討したい。
 特養ホームの利用料が高く、年金だけ
では入所できないとの声も聞くが、対策は。
 今後開所予定の施設は、年金で入所可
能な価格設定を運営法人にお願いしている。
　このほか、くぬぎ園跡地の活用計画に
ついての質問がありました。

 スポーツ施設のバリアフリー化は、
東京オリンピック・パラリンピック開催と
の相乗効果が期待できると考えるが見解を。
 施設のバリアフリー化の推進は重点
項目であり、大会終了後には、高齢者や障
害者がより利用しやすい施設として市民ス
ポーツの振興に寄与するものと考えている。
 武蔵野市の子どもたちが科学への興味
や夢と希望を持つきっかけとなるよう、ジャ
ンボリーで訪れる川上村で育った油井宇宙
飛行士を紹介する事業を行ってはどうか。
 油井宇宙飛行士に関する資料や情報
があればお借りし、学校などでの活用が
できないか、川上村と調整したい。

 家賃や物価が上昇していく中、住み
慣れた地域で暮らし続けられる、住宅供給
対策を計画、実行すべきと考えるが見解は。
 住宅困窮世帯に向け、優先度や優遇倍
率付与、さらにマイホーム借上げ制度によ
る住宅ストックの利活用を行っていきたい。
 医療・介護サービスについて、サー
ビスを受ける側の住環境整備が必要では。
 どの家もスペースの条件が必要にな
るので、課題ととらえて対策を考えたい。
 地域防災を進めるうえで、関連する団
体の活動について、一定の整理が必要では。
 地域ごとの活動方法も違ってくるので、
地域の自主防災組織と研究していきたい。

 高齢者の地域福祉活動への参加に対し、
ポイントが付与される「地域支え合いポイ
ント制度（仮称）」を、施設内での活動か
ら地域へ拡大していく展望はあるか伺う。
 今年度に検討委員会を設置し、地域
活動を行う諸団体の意見を取り入れながら
検討を進め、順次対象を広げていきたい。
 福祉サービスを市民が包括的に享受で
きるよう、総合的な案内を行う福祉コンシェ
ルジュの設置が急務と考えるが、見解は。
 保健福祉制度は専門性が高く、コン
シェルジュで対応できる場合は少ないと考
えるため、相談内容に応じて各部署へつな
ぎ、関係機関とも連携を図りつつ対応したい。

傍聴のご案内
　傍聴は、一般質問（２～３面に掲載）や議

案の審議など、市議会の活動を知るよい機会

です。お気軽にお越しください。

市役所東棟８階の傍聴者入口

で受付をしてください。

市役所南棟７階の議会事務局

で受付をしてください。
※予約は不要です。また、傍聴される際に、ご希望に

応じて手話通訳者等を派遣します。手話通訳者等の派

遣や議会の日程については、ホームページ等でご確認

いただくか（１面下部参照）、議会事務局議事係に直接

お問い合わせください。

（☎ 0422-60-1883）

本会議の傍聴

委員会の傍聴
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第2回定例会
【市長提出議案（14件）】

● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ………………………………… 可決（賛成多数）
※地方税法等の一部を改正する法律（平成27年法律第２号）の施行による地方税法（昭和25年法律
第226号）の改正に伴うほか、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市印鑑条例の一部を改正する条例 ………………………………… 可決（全会一致）
※印鑑登録原票に登録する事項から男女の別を削除するほか、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部
を改正する条例　 ……………………………………………………………… 可決（全会一致）
※子ども・子育て支援法施行令等の一部を改正する政令（平成27年政令第166号）の施行による子ど
も・子育て支援法施行令（平成26年政令第213号）の改正および子ども・子育て支援法施行規則の一
部を改正する内閣府令（平成27年内閣府令第26号）の施行に伴い、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例 ……………………………………………………………………………… 可決（全会一致）
※児童福祉施設最低基準の一部を改正する省令及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準の一部を改正する省令（平成27年厚生労働省令第63号）の施行による家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準（平成26年厚生労働省令第61号）の改正に伴い、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ……………………… 可決（全会一致）
※国民健康保険税の減免に係る申請の期限を変更するため、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例 …………………………… 可決（全会一致）
※地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律
（平成26年法律第83号）の施行による介護保険法（平成９年法律第123号）の改正により、公費を投
入して第１号被保険者のうち所得の少ないものに係る保険料の軽減強化を行うことに伴い、保険料
軽減の対象および軽減後の保険料を定めるとともに、保険料の減免に係る申請の期限を変更するた
め、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例 ……………………………… 可決（賛成多数）
※下水道の使用料の料率を改定するため、所要の改正をするもの。

● 市道路線の認定について …………………………………………………… 可決（全会一致）
※道路用地の寄付に伴い、道路法（昭和27年法律第180号）第８条第２項の規定により、市道路線とし
て認定することについて提案するもの。

● 区部流入増補管渠整備業務委託契約 ……………………………………… 可決（全会一致）
※契約金額は５億9,224万180円を上限とする額（概算契約）。履行期間は平成30年３月30日まで。

● 平成27年度武蔵野市一般会計補正予算（第1回）………………………… 可決（全会一致）
● 平成27年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回） ……………… 可決（全会一致）
● 平成27年6月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例 …… 可決（賛成多数）
● 平成27年6月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例
　　………………………………………………………………………………… 可決（賛成多数）
● 平成27年6月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例
　　………………………………………………………………………………… 可決（賛成多数）

【諮問（１件）】

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ……… 異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、高田素子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて市議会の
意見を求めるもの。

【議員提出議案（３件）】

● 年金情報流出の全容解明と再発防止を求める意見書 …………………… 可決（全会一致）
● 「安全保障関連法案」の今国会での成立を断念するよう求める意見書　 … 可決（賛成多数）
● 原発事故避難者の居住の安定を求める意見書 …………………………… 可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案等審議結果（議決）一覧
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日
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ク
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安
倍
政
権
が
今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る「
安
全
保
障
関
連
法
案
」は
、立
憲
主
義

及
び
憲
法
九
条
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
、多

く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
、国
民
の
多
数
が
反

対
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
日
本
政
府
は
、戦
後
一
貫
し
て
、憲

法
九
条
解
釈
に
つ
い
て「
海
外
で
の
武
力
行
使
は

許
さ
れ
な
い
」こ
と
を
土
台
と
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、昨
年
七
月
一日
の「
閣
議
決
定
」と
そ

れ
を
具
体
化
し
た
今
回
の「
安
全
保
障
関
連
法

案
」は
、日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
く
て
も
、

他
国
の
た
め
に
海
外
で
の
武
力
行
使
に
道
を
開

く
も
の
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
は
、一内
閣
の
専
断

で
従
来
の
憲
法
解
釈
の
根
本
を
百
八
十
度
転
換

す
る
も
の
で
す
。自
衛
隊
に
と
って
も
、創
設
以
来
、

一人
の
外
国
人
も
殺
さ
ず
、一人
の
戦
死
者
も
出
さ

な
い
で
き
た
歴
史
を
覆
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
会
の
衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
は
、与
党
推

薦
の
参
考
人
も
含
め
、参
考
人
と
し
て
招
致
さ

れ
た
三
人
の
憲
法
学
者
全
員
が
こ
の「
安
全
保

障
関
連
法
案
」は「
憲
法
に
違
反
す
る
」と
明
言

し
ま
し
た
。ど
の
世
論
調
査
で
も
、法
案
に「
反

対
」し
、今
国
会
で
の
成
立
に「
反
対
」す
る
声
が
、

「
賛
成
」を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
国
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
重
大
問
題

で
あ
り
な
が
ら
、十
一
本
も
の
法
案
を
短
時
間
で

一
括
審
議
す
る
な
ど
、国
会
で
の
ま
と
も
な
審
議

も
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。安
倍
首
相
が「
夏
ま

で
に
成
立
」を
ア
メ
リ
カ
に
公
約
し
、会
期
を
延

長
し
て
ま
で
法
案
成
立
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、民
主
主
義
上
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
会
の
多
数
議
席
を
頼
み
に
、国
民
の
意
思
を

無
視
し
た
法
案
成
立
は
、日
本
の
進
路
を
誤
ら

せ
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、国
会
及
び
政
府

に
対
し
て
、「
安
全
保
障
関
連
法
案
」の
今
国
会

で
の
成
立
を
断
念
す
る
よ
う
、強
く
求
め
ま
す
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
・
総
務
・
防

衛
大
臣
あ
て
）

原
発
事
故
避
難
者
の
居
住
の
安
定
を
求
め

る
意
見
書

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
約
十
一
万
五
千

人
の
住
民
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ
、今
な
お

避
難
先
で
の
不
自
由
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

東
京
都
へ
も
、福
島
県
か
ら
約
六
千
人
が
避
難

し
て
い
ま
す
。

　

避
難
し
た
住
民
の
多
く
は
、災
害
救
助
法
に

基
づ
く
、公
営
住
宅
な
ど
の
応
急
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、一
年
ご
と
の
無
償
提
供
期
間

延
長
を
繰
り
返
し
て
お
り
、子
ど
も
の
就
学
・
進

学
を
初
め
長
期
的
な
生
活
設
計
が
立
て
ら
れ
な

い
状
態
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
五
日
に
は
、政
府
か
ら
の
避
難

指
示
を
受
け
ず
に
避
難
し
た「
区
域
外
避
難
者
」

（
い
わ
ゆ
る「
自
主
避
難
者
」）に
つ
い
て
、福
島
県

が
避
難
先
の
住
宅
の
無
償
提
供
を
平
成
二
十
八

年
度（
平
成
二
十
九
年
三
月
末
）で
終
了
す
る
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

住
宅
支
援
の
打
ち
切
り
は
、自
主
避
難
者
の

実
情
と
要
望
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、多
数
の

避
難
者
が
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
避
難
者
は
、家
族
と
り
わ
け
子
ど
も
た

ち
の
被
曝
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
と
願
い
、や

む
な
く
故
郷
を
離
れ
ま
し
た
。し
か
し
、夫
婦
が

別
居
す
る
二
重
生
活
の
世
帯
・
母
子
だ
け
の
世

帯
も
多
く
、十
分
な
賠
償
金
も
受
け
取
れ
て
お

ら
ず
、経
済
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、事
故
後
四
年
以
上
が
た
ち
、避
難
先
で
、

子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
入
学
し
新
し
い
友
人
を

つ
く
り
、保
護
者
も
仕
事
を
得
た
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
場
合
も
多

く
あ
り
、福
島
へ
帰
郷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
避

難
者
も
多
数
で
す
。

　

住
宅
の
無
償
提
供
が
打
ち
切
ら
れ
れ
ば
、福

島
へ
の
帰
還
を
迫
ら
れ
る
か
、避
難
先
で
の
生
活

が
さ
ら
に
困
窮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

福
島
へ
の
帰
還
が
で
き
な
い
原
発
事
故
避
難
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
居
住
の
安
定
の
確

保
の
た
め
に
、万
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
・
復
興
・
内
閣
府
特
命
担

当（
防
災
）大
臣
あ
て
）

特 別 委 員 会 紹 介

外 環 道 路 特 別 委 員 会

６月12日に設置された特別委員会です（１面に関連記事を掲載しています）。
※５月11日から10月31日までの間、クールビズとして軽装で活動しています。

下
田
ひ
ろ
き

○
藪
原
　
太
郎

し
ば
み
の
る

◎
き
く
ち
太
郎

堀
内
ま
さ
し

山
本
あ
つ
し

落
合
　
勝
利

◎
印
：
委
員
長　

○
印
：
副
委
員
長

　６月 17 日開催の第 91 回全国市議会議長会定期総会において、全国市
議会議長会より永年勤続議員として下記の議員が表彰され、その伝達式
が６月 25 日の本会議において行われました。

● 10年以上勤続　小美濃　安弘 議員

http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/ 検 索武蔵野市議会

武蔵野市議会ホームページ

▶インターネット議会中継
本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の
模様を市議会ホームページで生中継しています
（生中継の日程は「会議の日程」のページを
ご覧ください）。
録画中継は、生中継終了後３日程度（土・日・
休日を除く）で、ご覧いただけます。

▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲覧・検索できます。

▶携帯電話版ホームページ
市議会からのお知らせを携帯電話でもご覧いただけます。下記のURL
を直接入力するか、携帯電話で２次元バーコードを読み取ってください。

 http://www.city.musashino.lg.jp/m/

その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。ぜひご利用ください。

議
会
ダ
イ
ヤ
ル
☎

自由民主・市民クラブ
60-1884 51-9444

民主生活者ネット
60-1889 51-9587

空
そら

60-1890 51-9604

市議会公明党
60-1887 51-9479

日本共産党武蔵野市議団
60-1888 51-9485

むさしの志民会議
60-1885 51-9445

会派に属さない議員（第７控室）
60-1909 51-9629

会派に属さない議員（第８控室）
60-1944 51-0714

※議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどでご確認い
ただくか、議会事務局にお問い合わせください。

永年勤続議員表彰

メールアドレス 　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議　会
事務局

TEL　0422-60-1883　　FAX　0422-55-7555

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

当（
防
災
）大
臣
あ
て
）

■ 

継
続

・ 

人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
し

処
罰
す
る
法
律
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
陳
情


